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水族館記事

（）一　／日　　3月末塵で定年退官された市川衛教授に代って、森下正明教授が所長に就任された。

◎　　8日　　大阪の熱帯魚店より、バタフライ・フィッシュPan　todOn　buchho1増

　（全長6㎝）3個体と、アフリカンナイフ、フィッシュXe口0mys舳s　n　igr　i（12～マ5o例）

　5個体が入棺。↑F－3へ展示した。前一者は常に水面直下に浮んでいるので、イトメや魚肉のような

　沈む餌は食べず、試みにポーフラを与えてみたところ、これを良く捕食している。

◎　　1／日　　地下貯水槽R－Cを大清掃し、本日より、G（タカアシガニ）水槽を冷水循環にきりか

　えた。

◎　　13日　　C水槽のコモンハタは全長20㎝に成長し光ので、局槽を清掃した機会に、J水槽べ窪

　糟。

◎　　同日　　千葉大学深山幹夫教授．東海区水産研究所竹村繁夫一意囲博両技官は潮間帯の動物生態

　撮影のため来鏑。

◎　14日　　水温が上ってきたので（本日の自然海水々温18．石κ）、第3水槽室各槽の温水循環

　を止め、J．K両水槽は第3濾過糟よりの単独循環にきりかえた。

◎　16日　　堺滴より巨大なウミウシ（伸長時の全長42cm）が入棺。瀬戸ガ瀬でエビ網にかかった

　もので、外套膜あ燭辺部はミカドクミウンによく似ているが、背面は濃い鐙色である。κ1水槽に

　展示中。
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◎　20日　　生物映画杜吉田六割炉来館。今月末まで瀧在し、腔腸動物、後鰹類などを撮影した。

◎　　同日　読売テレビより4名取材に来鎗。昨夏当地で取材、放映して好評だったルボノレタージュ

　勝の薄物館が荒らされる」（白浜の海の自然裸護問題）のフイルムを所内で鑑賞した。

◎　21頁　　再び堺滝より、ミカドウミウシ類似の巨大種が入糟。

　今回の個体はや、小さく、全長34㎝。

◎　22日　　下関水産大学校増殖科学生20名見学に来館。

◎　23日　北浜の地引網より、ウミテニノグ（全長7例）が入る。この魚は、例年マ～2個体が地引網

　にかかるが、いずれも大網時のズレがひどく、2，3日で死亡するのが常であった。本日大糟の個体は、

　体亀がいちじるしく黒く、月末現在就餌は宋確認であるが、元気で、κ28一ア水槽に展示中。

◎　25日　　北浜の波打際で、カラスキセワクガイ2個体を採集した。このウミウシは昼間は砂泥中に

　もぐる習性があり、当鯨周辺での採集例は極めて少ないが、この時は曇天の夕方セあったため砂上に出

　ていたものらしい。

◎　27日　　搭島東水道でscuba採集中、珍らしくマツカサウオの幼魚（全長3．5㎝）を採捕し、

　T－8ガ（オ曹に月又容した。

◎　28日　κ28水槽内装バット群の動物を整理し、展示効果がやや少ないカニ類。巻貝類に替えて

　ウミウシ類主体の展示とした。

◎　4月の動物入手概況

　1．採集炸薬

〃　〃　　　加納島南側　　　　SCμba　　　　　　ヤギ類

　　　　　　一一一一一十一
26日〃　　爾浜防波堤附近　磯採集　　2　ウミウシ類

　　　27日〃　　　搭麗周辺　　　　　scuba　　　2　　チ目ウチョクウオ類
　　L　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　、＿　　　　」
　　　上記のほかに、北浜での地引網便乗採集4回及び、外来研究者より潮間帯動物の受贈2回。

◎　主な採集動物名（☆周］は1％2年4月1日必降はじめての入棺動物）

　無脊種動物：　ザラカイメン、アカンマモエビ、カカアカバラ、ミズヒキガニ、ミズガイ、カラスキ

　　セワタガイ、ダイダイウミウシ・マダラウミウシ、フタイロニソキグミウシ、☆チンオウミウシー、

　　サメジマカトメウミウシ、サンゴハナガサウミウシ、ニシキヒザラガイ、クロチョウガイ、☆タカ

　　ノハガイ、ハナイカ、ウデナガクモヒトデ　ヒ1メウニ、マダラウニ、ムラサキグミモドキ、

　　ペニボヤ。
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　魚類：マツカサウニオ、ギソユゴイ、☆ゴマフユダイ、ホンキンポ、コケギソポ、ミミズハゼ、

　　セジロハゼ、キヌパリ、カゴカキダイ、シラゴダイ、ゴマチョウチョウウオ、ハナミノカサゴ、

　　ウミテング。

　z購入
　　　雑賀崎一本釣漁師からの人糟は例年よりやや少なく、堺溝よりエピ網の獲物を3回自動車輸送し

　　た。また、6日より江川港の工δ橡き網漁が始まり、砂地の動物が多数入りだした。

◎　主な購入動物名

　鍛脊・縫動物　：　キサンゴ、☆フタリビワガライシ、シヤ1コ、アカポンヤドカリ、イホアシヤドカリ、

　　アナヒガニ、トゲナンビワガニ、キメンガニ、トラフカラッパ、ヒシガニ、ジキノメガザミ、

　　ベニホンマンジュウガニ、ウフジマガイ、キンチャクガイ、ツキビガイ、ミミイカ、カミナリイカ、

　　テナガダコ。

　魚類：サカタザメ、メクラアナゴ、アミウツボ、タカクラタツ、エビスダーイ、イットウダイ、

　　アイブリ、イトヨリダイ、タマガさノラ、チカメキ：ノトキ、ミシマオコゼ、キツネダイ、キyチャク

　　ダイ、☆タキゲソロククイ、シマフグ、アヤメ」カサゴ、ホウボウ。

　　○グF外地産）☆バタフライフイッ古ノエ、☆アフリカンナイフフィッシュ、フエヤッ1コダイ、

　　ソメワケヤッコ、☆ヤリカタギ。

◎　飼育概況

　　今春は例年より水温の上昇が早く、中旬より、κ　1児・G・Hの各槽に白点病が発生したが、

　G水槽をのぞき、いずれも辱期治療が奏効し、駆除できた。G水構のエビスダイ．チカメキントキは、一

　タカアシガニと混養しているため、薬液処置（ネグボソー硫酸銅浴）ができず、第2期症状に至った

　が、11日より冷水礪環にきりかえ、水漏をμ叱に下げたので、病状は進行していない。

　　ウミウシ類のコレクションは、久々に（3ア年の天塁行幸時以来）20種を越え、また、無脊権動

　物の総種類数も341種となって、これまでの記録を更新した。

　　4月30日現在、飼育中の動物は二総計5ア3種　4694幅体風上で、その内訳、は次の通り。

　　このうち、観覧水槽に飼育、展示中の動物は540綴　4450個体以上。

カイーメ1ノ類　5種　1！個体　ゴ　カ　イ　類　／0種　65燭体タ　コ類　　5種　　6個体
　ヒ　ドロ虫’姦　　　4〃　　一カ　舞’’’フ沙ボニ夷メン痛一1　5〃　　／08　〃　　ラIミシタ類　一　6〃　　　13　〃

ハチクラゲー廟’’’I－1》　一Iク梱膝’ソー’ヤ　5　類’2〃　5〃　ピトチー類　サプー．139〃

ウミトサカ類4〃12〃エビ　類18〃2μ〃〃モとトチ無一9〃40〃
ギー一’一Iギ’’’’簸」’I他一ノ’川一8一【’〃一I1一一キ’一’一ドI」’力’一ザ’蚊’I一’伍〃I’一一一う一ヴ’I〆一一一Iラ’一’’三1」嵐．’祖γ一’’1名一〃’

g．．ミ．予．g．．響．一．．1〃　ア〃．．ク．．．．．．テ．一．．．．．二輝．．．．51〃2刀〃　ナマコ類　8〃　弱〃

イソギンチャク類　｛1〃　脳〃　カブトガニ獺　　1〃　　6〃　ホ　ヤ　類　　5〃　　92〃

イシサンゴ類　　17〃　10ア〃　　ヒザラガイ　類　　4〃　　8　〃　軟骨魚類　　佃〃　　54〃

スコギンチャク類3〃3〃巻貝類提〃457〃硬骨魚類219〃／524〃
ツノナツゴ類　　2〃　　　4　〃　　ウ　ミ　ウ　ン　類　　24〃　　74　〃　（内・淡水魚　　2ア〃　　147　〃

ハゴギンチャク類　1〃　8〃．三一．．碑．」．早．．．．．輝．．．．33〃犯2〃は虫類　3〃　20〃

　　　　　　　　　　　　　　　　イカ類4〃11〃

山3一



資 料

　　4月の気象（午前9時観測）
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